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上山 泰
はじめに
『窮余の策』 (DesperateRemedies, 1871)はトマス・ハーデイ (Thomas
Hardy, 1840-1927)の最初に出版された長篇小説である。この小説は習作
でよくないところも指摘され，ハーデイの代表作と評されてはいない。そ
れにもかかわらずこの作品には最後まで一貫したハーディ小説の特徴やそ
の萌芽が含まれている。この小説には後に書かれるハーデイ小説の原型が
あるように思われる。したがってこの小説はハーディ小説の中で重要な作
品といえるのではないかと思われる。
ハーディは 1862年にロンドンで建築家のアーサー・ブロームフィー
ルド (ArthurBlomfield)の助手となり建築にたずさわった。また夜学に
通い勉学につとめた。翌年には建築に関する懸賞論文や図案の賞にも当選
した。しかし文学への情熱は止まず 1865年には随筆を投稿している。ま
た詩を書きはじめて 1865年に雑誌に投稿したが評判はよくなく，採用さ
れなかった。
そのため小説から書きはじめることにして 1868年に『貧乏人と貴婦人』
(The Poor Man and the Lady) を書いたが出版する前にジョージ・メレ
デイス (GeorgeMeredith, 1828-1909)の忠告によって思いとどまった。
作品を書く前にはウェイマスの建築事務所で仕事をしていたが， 1869年
には帰郷してこの作品に着手した。したがって作品の中には苦闘するハー
デイの姿が投影されている。
この小説にはハーデイの他の作品と共通している面と，他には見られな
い独特の方法によっている面とがある。物語は縦糸，横糸で織られた織物
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のように複雑な筋立てになっている。章の分け方は日時によっている。こ
の方法はハーデイの宿命観に見られる時とも関連をもち，作品をより理解
し易く描かれている。また探偵小説の面もとり入れ，あとの方に謎ときの
場面がある。
このように特徴の多い作品について，ここでは次の面から考察してみた
い。
1'背景と人物
2'章と物語
3'ハーデイの宿命観
1'背景と人物
この小説の最初にあげられる特徴は，背景として後の小説にも一貰し
ている，ハーデイの故郷を中心とした田園地方のウェセックス (Wessex)
が描かれていることである。ウェセックスという地名がはじめて小説に使
われたのは，『狂乱の群をはなれて』 (Farfrom the Madding Crowd, 187 4) 
においてである。しかし地名はのべられていないが作品にはウェエックス
が描かれ，後の小説にも一貰して使われている。この小説の 1896年に書
かれた序文には次のようにのべられている。
『窮余の策Jのこの版において，さきの序文にただ次のことだけを
加えておきたい。この一連の物語の幾つかの場面に共通している，そ
れが他の物語の中に現われる時の名称で，初めて呼ばれているウェ
セックスの町々やその他の場所があるということである。これはこの
ような問題で，一貰性を求める読者の満足をみたすためである。1
ハーディはロンドンで建築を修業中も文学を忘れることはできなかっ
た。小説より詩の方が芸術として優れていると思っていたので， 1865年
には集まった詩を出版社に送ったが，編集者にはよさが理解してもらえな
かった。そのため小説から出版をはじめることを考えた。ハーデイの建築，
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詩，散文に対する苦しみは 1912年の序文でのべられている。
読者はこの煽情的で，極めて絞切り型の物語を読んでいくと，そこ
に散見される感想や感情が，その後何年もたって出版された『ウェ
セックス詩集』やその他に見られるものと，本質的には同じである事
を見出すであろう。そのような反復を説明してみると，それらの詩は
この小説より前に書かれたのであるが，著者がそれを出版することが
できなかったので，どうしても著者の目的とするにふさわしいと思い
ついた詩の内容をどんなものでもここで利用しないわけにはいかな
かったのである。2
作品にでるクライストミンスター (Christminster) の北方にあるホック
ブリッジ (Hohbridge)は中部にあり，後にあまり出ないが，ウェセック
スにある。「三つの主な通りの交叉点に建つ低い教会の時計盤や，公会堂」3
などはなつかしい田舎町の風景である。
バドマス・レジス (BudmouthRegis) は南イングランドの海岸にある
保養地である。シセリア・グレイ (CythereaGraye) とオウエン (Owen
Graye)兄妹や，エドワード・スプリングローヴ (EdwardSpringrove)が
遊覧船やボートにのったり，遊歩道を散策する。後の作品『帰郷』 (The
Return of the Native, 1878) におけるユーステシア (EustaciaVye)の故郷
であり，淋しいエグドン・ヒース (EgdonHeath) とは対照的に華やかな
歓楽の町としてのべられている。
バドマスから 30マイルも離れていないキャリフォード村 (Carriford
Village)はスプリングローヴの故郷で父が宿を経営している。近くのチェ
トルウッド (Chettlewood)の邸宅「ナップウォーター館」 (Knapwater
House)はミス・オールドクリフ (MissAldclyffe)が居住し，シセリアが
住みこみで働いて物語が展開している。この邸は後の作品によく出る荘園
の領主邸を思いおこさせる。
キャリフォード村の果樹園では早生りんごの収穫期になり，採集する人
ものべられているが，『森林地の人々』 (TheWood/anders, 1887) に見られ
るりんごの生産地を思いおこさせる。同じ場所ではないが， りんご園や収
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穫の様子が重ね合わせて見られる。
キャスターブリッジ (Casterbridge) は『キャスターブリッジの町長」
(The Mayor of Casterbridge, 1886)の舞台になった町で，ウェセックスの中
心地である。
後の方になって港町サウサンプトン (Southampton)で物語が展開する
が，外国航路の船も発着し，よく作品にでる町である。近くにはアングル
ベリー (Anglebury)の町もある。
この小説にはハーデイの後の小説の人物を思わせる人々が登場する。そ
の例としてミス・オールドクリフとシセリアを考えてみたい。
ミス・オールドクリフも若い時にはシセリアとよばれていた。シセリア
という名はギリシア神話で恋愛と美の女神であるアフロダイテ
(Aphrodite) にあたる。ローマ神話ではヴィーナス (Venus) とよばれて
いる。名前の通り美しい彼女はまた館では支配者として行動している。オ
ウエン兄妹の父アンブロウズ・グレイ (AmbroseGraye)が彼女にはじめ
て会った時にのべられている。
夫妻の娘である若い令嬢は，グレイにとってこれまで見た中で，抜
き出て最も美しく女王然とした女性のように思われた。彼女は 19歳
か20歳位で，名前はシセリアといった。実際には田舎娘でもこの型
の美人はないわけではなかった。一つの点が異なっていた。即ち行俄
や態度においては申し分がなかった。ただの目立った特徴が，人から
見ればよく見えた時は抜群の特徴のように見えることがしばしばあ
る。彼女は彼にとって完全無欠であった。本質的に田舎の競争相手の
中で超越しているように思われた。4
このようにアンブロウズから見れば，彼女は完全無欠と思われたので，
早速求婚した。このように美しい彼女は女王然と支配者として行動をして
いる。このような女性は『帰郷』の中でユーステシアとして描かれている。
作品の中で次のようにのべられている。
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ユーステシア・ヴァイは異教神の素材であった。オリンポスの山で
は，少し準備をすればうまくやれたであろう。彼女は典型的な女神を
つくる情熱や本能を持っていた。すなわちそれらは典型的な女性をつ
くるものではなかった。もししばらくの間，地球と人類が完全に彼女
つむ
の手にゆだねられ，彼女が糸巻竿と，錘と大ばさみを意のままに扱っ
たとしても，支配者が代ったことに気がつく者はこの世には殆んどい
ないであろう。5
エドワード・スプリングローヴと結ばれることになる女主人公シセリ
ア・グレイも名前の通り美しい女性である。また彼女は行動的であり，父
の死後何度も広告を出して求職し，ミス・オールドクリフの館では住みこ
みのコンパニオンとして生きる道を求めて行動する。これは『ダーバヴィ
ル家のテス」 (Tessof the d'Urbervilles, 1891) においてテス (Tess
Durbeyfield)が貧困の一家を助けるためにアレック (Alecd'Urberville) 
の邸に職を求めに行って住みこんで行動をとる姿とくらべることができる
であろう。このように後の作品を思わせる人物がえがかれている。
次にオウエンとスプリングローヴをとりあげてみたい。二人は建築修業
中のハーデイの経験にもとづいているといえるであろう。ハーディはヒッ
クスの死後，あとをついだクリックメイ (G.R. Crickmay)のウェイマス
にある事務所に手助けに行き，水泳やボートこぎによってロンドンで失っ
た健康を回復した。 1869年冬には田舎に帰ってこの小説を書き， 70年に
出版しているので，作品にはこの頃の経験が含まれている。
オウエンについてはバドマスで建築を修業していて，古い遺跡や考古
学の知識ももっている。左脚の痛みを二度の手術で回復して元気をとりも
どした。
スプリングローヴは建築設計者であるが，建築より芸術の方が優れて
いると考え，詩作にはげんでいる。またバドマスでシセリアをボートにの
せている。
このように建築に励みながら詩を書き，詩が受け入れられずに小説を
書いているハーデイの苦闘している姿が作品の中に投影されている。
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2, 章と物語
この小説の章分けは他の作品には見られない独特の方法であり，全篇
「時」によっている。各章はそれぞれ何年間，何か月間，何週間，何日間，
何時間の出来事になっている。これは日記を組み合わせたものとも考えら
れるが，「時」を章としているために時間の経過や，朝，昼，夜がはっき
りしていてよく分り，作品が生き生きとしていて理解し易いように配慮さ
れている。また時間という骨組みにより小説が建築的に構成されているこ
とにも苦心がよみとれる。時間による章分けはハーデイの宿命観とも関連
しているといえるだろう。
時間による章分けについて，第六章の 12時間の出来事の一章を考察
してみたい。一章の中で更に時間が細分されて，いろいろのことがおこっ
ている。
-, 8月9日午前 1時から 2時まで
この時間は求人広告に対してミス・オールドクリフからの返事のため，
シセリアは「ナップウォーター館」へ行った夜のことである。真夜中で時
刻がはっきり記されていて分り易い。シセリアは翌日去ろうと思いベッド
についた。 2時頃， ミス・オールドクリフが部屋に入って，シセリアを抱
きしめて接吻をした。 46歳の彼女は 18歳のシセリアには屈親の気持に
なった心情，小間使いでなくコンパニオンとして雇う気持がよく現れてい
る。
二，午前 2時から 5時まで
部屋でば瀧の落下音，揚水ポンプの金属的な音が聞えたが，別の異常な
音のためシセリアは飛び上った。小犬の声がして，中庭の番犬が吠えた。
シセリアは彼女を抱き，彼女もシセリアを抱いた。時の翁が翼をつけ，砂
時計と大鎌をもって笑いながら近づいてくる。時計は 3時をうち， 4時を
うつ。かすかな光は夜明けを思わせる。やがてミス・オールドクリフは自
分の部屋にもどる。
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三，午前 7時から 10時まで
シセリアは目をさまし手紙をしたためる。ミス・オールドクリフは部屋
に来て，スプリングローヴを破談にする話をする。シセリアに 2時間だけ
外に出ないよう告げる。
四，午前 10時から 12時まで
この時間には窓外で牧師や人々の出入りが見られた。ミス・オールドク
リフの父があけ方早く他界したためである。医者は臨終は 2時から 3時の
間であると話したので，その時刻に聞いた不思議な音と一致する。ミス・
オールドクリフは「父の死は神様のおぼしめし」とのべ，「ここにいて私
をもっと立派な女にしてほしい」とたのまれたシセリアは，コンパニオン
という立派な地位で契約ができた。
一章がこのように細分化され関連していて，例えば父の死と不思議な音
は前の時刻を思いおこせばよく分かるようにのべられている。作品全体は
このような方法によって進められている。
次にこの作品の物語の複雑な面を考えてみたい。この作品はいろいろの
ことをとり入れているので複雑になっている。また他の作品には見られな
い探偵小説的な，謎ときの面もあるのもこの小説の特徴である。いろいろ
のことが偶然にいくつも重なり合うこともある。犯罪や殺人をかくすため
の手のこんだ方策も入っていて，題名通りの窮余の策になっている。偶然
は宿命観にも関連しているが，三つも重なれば読者には信じられないぐら
いである。このことについて作中でのべている。
「…••二つの関係のない出来事が，不思議にも偶然に一緒におきて，
『これこれのことがたまたま同時におきるなんて全く変なことだ』な
どと言う以外は，人々は殆んど事実を気づかない。しかしそのような
出来事が同時におこる明白な理由が全くないのに同時におこった時に
は，目に見えない策略が働いているに違いないかのように思われるわ。
ねえ，三つの出来事がそのように同時におこることは，二つの偶然の
一致の場合の十倍も不思議なことだわ」 6
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「―ミス・オールドクリフはお父さんがはじめて恋した女の人よ，
そしてわたしがミス・オールドクリフのところに来たの，そんなこと
説明できないわ」 7
これらのことがらから，そういう事件のめぐり合わせに明白にあら
われた神の意図 (Providence) について年とった神学者のように議論
を進め， ミス・オールドクリフの経歴に関する詳細なことに話が及ん
だ。8
作品の中でこのようにいろいろのことが偶然に重なることについてのベ
ているが，ハーディはこの後， 1888年に雑誌に掲載された随箪『有益な
小説の読み方』の中で次のようにのべている。
勿論このような精神衛生上の目的の読書では，読者は批判的すぎて
はならないのが最も重要なことである。換言すれば，代りの丸薬同様
に，作家をまるごと飲みこまなければならない。作家に従属的に，無
条件に信仰しなければならない。偶然の一致，ありそうもない並置，
大づめの悲劇，悪人が忽ち善人にかわり，善人が忽ち悪人にかわるこ
となどを，作者がいかに気前よくしゃべりまくろうとも，読者は一瞬
も疑ってはならない。9
このようにハーディは偶然の一致やその他作品中で信じられないような
ことも読者は無条件に作者を信じなければならないことをのべている。こ
こでは複雑さと謎ときの例としてマンストン (AeneasManston)に関連
する行動の一部をとりあげてみたい。
マンストンの妻の代役であるアン・シーウェイ (AnneSeaway) は夜，
邸宅の部屋で時計のねじを巻いていた間に，後でマンストンはグラスに眠
り薬をワインにまぜて入れ，彼女にわたすと，彼女は飲まずハンカチにし
みこませ，服の中に流しこんでグラスを口にあてた。アンが眠ったふりを
していると，彼は書類を燃やして外に出た。彼女は別の部屋からうまく外
に出て後をつけた。彼の入った離れ家の醸造室に何とかして入った。暗や
みで穴からのぞくと，彼は戸棚を空にして留め金や釘を外し，腕木を床に
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おき，むき出しになった壁のしっくいを 2フィート四方はがし，かなてこ
でれんがを数枚動かした。現われた楕円形の穴状のかまど口から，口を結
んだ穀物袋をひきずり出し，れんがを元の状態にした。暗がりで彼女は
こっそり彼を見守っている別人の深靴にふれた。マンストンは袋を背負い，
鋤を持って外に出た。監視人が尾行していると更にミス・オールドクリフ
が尾行していた。アンが様子を見ていると，先にマンストンの馬車が待っ
ていた。マンストンはくぼみに袋を下し，穴を掘って袋を埋めた。マンス
トンは尾行した男の頭をなぐったので彼は倒れた。その間にマンストンは
逃げた。やがて男は立上った。男は刑事であった。さきの穴を掘り袋を出
してアンにわたした。袋の中から長い婦人の毛髪が出てきたので，刑事は
ポケットにあるマンストンの枕についていた茶色の毛とくらべると同じも
のであることが分った。袋の中には死体が入っていた。アンに手錠がかけ
られ車にのせられ，刑事はマンストンを逮捕する手段を講じるためキャス
ターブリッジに向けて出発した。やがてマンストンは捕らえられ刑務所に
送られた。彼はここで自ら生命を絶つことになった。
以上はマンストンについてのべられた最後の方であるが，このように複
雑なところも作品中に見出される。
3, ハーディの宿命観
この小説にはハーデイの作品に一貰してのべられ，最後の作品である
叙事詩劇の『覇王たち』 (TheDynasts, 1903, 6, 7) において完成される，
人間を支配している目に見えない圧倒的な全能の神である「内在意思」
(The Immanent Will)の考え方がこの作品にものべられている。作品の中
で随所に見られるこの神に対して，人々はある時は神を信じて感謝してい
るが，全体的には神に不信感を持っている。盲目的な神に対し，信仰と不
信がまじっているが，最後のマンストンの遺書には盲目的な神による宿命
観がはっきりとのべられている。また神は折にふれいろいろの語でとなえ
られている。神 (God,god), 神の意図 (Providence), 主 (Lord),愛の
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神 (Love), などいろいろである。
はじめに神を信じている表現をとりあげてみたい。シセリアがスプリ
ングローヴと共にいる時のべている。
る。
あまい，あまい愛の神をこのまま葬ってはならない， というのが美
しい乙女の論理であった。彼女は淑女らしくその場にふさわしい処置
をとりその神を救った。10
村人が神を信じる言葉をのべている。
「あの人は死にかかっている。死にかかっている！ おお，神様，
どうか我々をお助け下さい」 11
「本当のことがどうであっても，神様がいつもやっておられるよう
に，最もよい方に解決して下さるだろう」 12
これに反し神に対する不信感を，ユーモアをこめて村人がのべてい
「実際，私が知っている人で，いつも『私」以外に神様を持たないで，
隣人の妻を熱烈に愛した人が，信じることは間違いだと言っている」
「ああ，たしかに！ しかし，結局，神様を信じることは殆んどの人
がやらない間違いだね」
「本当の話だ」
「我々の教区でこのような雨の中を半マイル歩いて，聖書が罪のある
人か，神の恩恵にあずかる人かをきめるのを知ろうとするキリスト教
信者は誰もないだろう」
「私の教区にもいない」
「まもなく彼等は全能の神様をきっと廃止してしまうだろう。非常に
長い間神様は我々を支配したけれども」 13
次のように村人が口をそろえて言っている。
「神よ，教会や礼拝堂をつぶし給え，
48 
上山 泰
そしたら，職人皆に仕事がさずかるよ！」 14
罰金を誰が支払うのかとの集配人の言葉に対してマンストンとの対話に
なる。
「神様を信じろ，神様が支払うよ」
「神様が支払うというのか！ 神様は酒を飲んでいないのに，どうし
て信じられるものか？」 15
このように人々は神を倍じていない。最後のマンストンの遺書や， ミ
ス・オールドクリフの死，彼女の父の死には神や宿命の定めであるとのベ
られている。
ハーデイの宿命観の一例として，ミス・オールドクリフの私生児で管理
人のマンストンに対しての神の支配を考察したい。マンストンの神への態
度は次のようにのべられている。
その表情の持主はいらいらするとすぐさからう性質をもち，地位に
あまんじることがそうする運命のように思われたからといって，決し
てそれにがまんしているような人ではなかった。また彼は神の意図に
反抗する人のような報復的な決意にもえて，敢然と運命にさからう人
であった。16
彼はミス・オールドクリフの館では貴婦人のようなシセリアと結婚する
ために妻がいることをかくして生活した。キャリフォードの火災の夜妻が
焼死したと思い，束縛から逃れたことを神に感謝した。しかし再び妻が現
れたのでなぐり殺した。感謝したばかりの神は彼を苦しめてあざ笑ってい
るように思われた。死体を部屋にかくし，後で土に埋めた。
彼はシセリアと結婚したが，殺人が分ったので捕らえられて刑務所に送
られた。絞首刑になることを恐れて自ら命を絶った。
遺書のはじめは次のように記されている。
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人間の生涯は，不幸に計画された企てであることが分ったので，私は
人生と関係を断つ。17
このように神に反抗しても運命には勝てなかったことがのべられてい
る。遺書には行動の詳細がのべられていて，最後は次のように書かれてい
る。
私は今正常な状態に入って行くところである。というのは，人々は
殆んどいつも墓に入っているからである。人々の長い生存競争を概観
する時，人々は主として死者であり，それ以外の者ではなかったのが
分ったことはますます奇妙なことである。 18
この遺書のように人は死ねば墓に入り，自然の状態の土にかえるのであ
る。彼一人のみではなく人類全体について共通していることをのべてい
る。
この遺書は後で書かれた小説の『キャスターブリッジの町長』において，
町長であったマイケル・ヘンチャード (MichaelHenchard)がわびしい小
屋で，一人淋しく死んで行く時に，これから自然に帰るために次のように
書かれた遺書に通じていると思われる。
おれを神聖な墓地に埋葬せぬこと
役僧に鐘を嗚らさせぬこと
おれの遺体を誰にも見せぬこと
おれの葬儀には誰も参列させぬこと
おれの墓にはどんな花も供えぬこと
おれのことを誰も思い出さぬこと 19
このようにシセリアを手に入れるために妻を殺害し，刑場で自殺に追い
やられるマンストンはまた愛するエンジェルのためにアレックを殺害し，
刑場の露と消えるテスにも通じていると思われる。
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おわりに
ハーデイの最初に出版された小説『窮余の策』の特徴を考察した。この
小説をもとにして次第にハーデイの小説の形がととのい，よりよい作品が
作られて行った。したがってこの作品を研究することにより，後の作品が
よりよく理解できると思われる。この作品はシセリアとスプリングローヴ
が最後にはめでたく結ばれるハピー・エンデイングの形をとっているが，
マンストンをはじめとして他界することが多く見られて，全体を通して
ハーディ小説に見られる悲劇性を多分に含んでいる。
ハーディは作中で建築修業中のオウエンやスプリングローヴを描いてい
るが，この小説を書くより前に「私が家を建てた方法」 (HowI built myself 
a House, 1865) という随筆を雑誌に掲載している。このようにしてハー
ディは建築修業中にも執筆をしていたことが思われる。この随筆はハー
デイの最初の出版物であり『チェインバーズ・ジャーナル』 (Chamber's
journal, March, 1865) に掲載されている。ここにその概観を記しておきた
い。
妻を自分と子供達のために住んでいるロンドン郊外の二戸一棟建住
宅は狭くて何かと不便であったので，少し町からはなれた，鉄道の便
のいいところに新しい家を建てる決心をした。そのための土地，設計
士，見取図，価格，建築業者などをきめる方法についてのべられてい
る。家の敷地に家が建てられて行き，それを見に行った様子などが詳
しく書かれている。煙突を見るために恐る恐る足場にのぼったことも
記されている。建物について，契約した後で追加した場合には，「予
算外工事」として高額を支払わねばならないことものべられている。
完成した後に新居への引越しで終っている。20
この随筆はハーディが実際に建築の仕事をしていた時に書かれたので，
家を建てるための参考にもなる。またユーモアを交えながらの詳しい建築
の随筆である。またこの小説より少し前に書かれているので，ハーデイの
苦闘もしのばれ，建築家の登場人物についても関連的によく理解できる。
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例えば高い足場から落ちたアンブロウズ・グレイの様子や，謎ときの際
にのべられた建物の構造などは関連的によく分り，後年自分で設計して建
てた邸宅の「マックスゲイト」についても合わせて理解することができ
る。
高い足場についてのアンブロウズ・グレイを作品中から見たい。
彼女がこんなつぶやきを終えた時，父はあたかもその強さをためす
かのように，足場の支柱の一本をあやふやな手つきでつかんでから，
はなして後へ戻った。ふむ時に彼の足がすべった。体を前に斜めに折
りまげた瞬間，彼はくるりとまわって空中にとび，すぐに下の方に見
えなくなった。21
高い足場をのぼることについては随筆の中で次のようにのべられてい
る。
梯子をのぽる途中で，私の膝はとてもふるえを感じた。しかし案内
人に従って二枚の狭い厚板を通ると，一歩ある＜毎にたわむのだ。そ
の身体の中を通りぬける戦慄ほど気持の悪いものはなかった。しかし
ながら一たんふみ出したので，私はつづけて，うすく，弱そうに見え，
上端がしばってないもう一つの梯子を次にのぽった。ふみ段の間で地
平線を眺めた時，もしどこかがこわれたならば，何と恐ろしいことだ
ろうかと思わざるを得なかった。22
作品には偉大な建築家のクリトファ・レン (ChristopherWren, 1632-
1723)についての言及もある。スプリングローヴはのべている。
「しかし，クリストファ・レン自身の名声はプデイング・レインの火
災のおかげであったことを心にとめておかねばなりません」 23
このように建築に詳しいことは，ハーディが建築と文学に苦闘したこ
とのあらわれであろう。
この小説の批評，研究については，主要な小説のように多くはない。
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ここではこの作品についてのべられたものを二，三あげてみたい。
フロレンス・エミリー (FlorenceEmily) の『トマス・ハーデイの生
涯』 (TheLife of Thomas Hardy, 1975) においては，この作を書いた頃の
ハーデイの動静や作品についての説明がなされている。
マイケル・ミルゲイト (MichaelMillgate) は『トマス・ハーディ j
の中の「貧乏人と貴婦人」の章において，その作と『窮余の策』との関係
を詳しくのべている。
ノーマン・ペイジ (NormanPage)の『オックスフォード・リーダー
ズ・コンパニオン』 (OxfordReader's Companion) には『窮余の策』の説
明があり，「批評のてがかり」としていろいろの批評をのせている。
F・B・ピニオン (F.B. Pinion) の『作家ハーディ』 (Hardythe 
Writer) には『ダーバヴィル家のテス』の一章をもうけ，その中で作品と
『窮余の策」のヒロインのシセリアとテスとの悲劇の関連性をのべている。
ローズマリー・サムナー (RosemarySumner)の『トマス・ハーデイ』
(Thomas Hardy) においては「いくつかの主要でない作品」の章で心理的
な研究をして『窮余の策」は恐るべき官能的な作品であることを，いろい
ろな面で指摘している。
ジョウ・フィッシャー (JoeFisher) は『かくされたハーデイ」 (The
Hidden Hardy) の中で『窮余の策』の章をもうけて詳述している。
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